
愛媛県指定史跡

穴神洞穴遺跡

（あながみ・どうけつ・いせき）

所在地：愛媛県西予市城川町川津南

１．これまでの経緯

穴神洞穴遺跡は、昭和 年（ ）36 1961
に愛媛大学ケイビング会が洞穴を探検中

に縄文土器を採集したことがきっかけで

発見されました。昭和 年（ ）か45 1970
ら３回にわたる発掘調査が実施され、そ

の重要性から昭和 年（ ）に愛媛51 1976
県の史跡に指定されました。

２．遺跡からなにが見つかったか？

発掘調査では、上部の洞穴入口が調査

され、そこには大きく分けて８つの土層

が堆積していることが確認されました。

これらの土の中から縄文時代草創期、早

期、後期の遺物（当時の道具など）が見

つかっています。

もっとも下の層からは、微 隆 起 線 文
びりゅうきせんもん

土器と呼ばれる縄文時代のはじめころの

土器が見つかっています。県内では久万

高原町（旧美川村）の上黒岩遺跡に次ぐ

縄文時代でも非常に古い時期の土器とし

て知られています。

また、貝でできた装飾品（アクセサリ

ー）も見つかっていて、その多くが海岸

部で採集されたと考えられています。ツ

ノガイの装飾品が出土した埋葬遺構や骨

、 。角器 動物の骨なども見つかっています

写真１ 穴神洞穴遺跡

写真２ 微隆起線文土器

写真３ サトウ貝製のアクセサリー 写真４ タカラ貝製のアクセサリー

３．洞穴・岩陰遺跡の数は四国一

意外と知られていませんが、四国にある縄文時代

の洞穴遺跡、岩陰遺跡の約４割が西予市に集中して

、。。います これは四国で最も多い数です 西予市では

弥生時代から古墳時代、古代の遺跡が宇和盆地に集

中していますが、それ以前の縄文時代の洞穴遺跡や

岩陰遺跡は、城川や野村に集中しています。

４．遺跡から何がわかるか？

穴神洞穴遺跡は、目の前に川が流れ、川よりもや

や高い場所にある洞穴に立地しています。市内の洞

穴・岩陰遺跡の多くも同じような環境にあります。

火を使い土器を焼くことを覚えた縄文人は、雨露を

しのぐ生活の場として、時には亡くなった人を大切に

葬る場所として洞穴や岩陰を利用したのです。また西

予市城川町古市の中津川洞穴遺跡（県史跡）は、石器

を作った場所と考えられています。

　穴神洞穴の縄文人は、森でドングリなどを採集し、川で貝や魚を採り、土器で煮炊きをし

ていたのでしょう。時には石の鏃（やじり）を使った弓矢で野ウサギや、猪、鹿などの狩り

をしたり、川の魚や貝などを捕って生活していたと考えられます。また海でとれる貝を海辺

のムラから手に入れていました。山間のムラと海辺のムラの交流があったのでしょうか。

　草創期に死滅していたとされたオオツノ

シカの歯牙が出土しており、この穴神周辺

にはまだ生息していたと考えられます。

　早期には、現在の繊維とは異なりますが、

固い押圧の織物の繊維痕が残存しています。

この時期に、織物道具や技術が存在してい

たことの証明となります。

縄文時代の時期区分
（斜線部が穴神洞穴遺跡の時期）
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公衆トイレは
穴神広場前と川津南高齢者等活動生活支援促進施設にあります。
AEDとピザ釜は
川津南高齢者等活動生活支援促進施設にあります。

メールアドレス：info@kawazu-portal.jp/
川津南やっちみる会ポータルサイト：http://kawazu-portal.jp/


